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「よい品質」の製品を社会に提供する「よい品質」の製品を社会に提供する

「よい品質」とは「よい品質」とは

「よい品質」を作る考え方「よい品質」を作る考え方
◆事実に基づく◆事実に基づく データで話す＝数値データ、言語データデータで話す＝数値データ、言語データ

◆重点指向◆重点指向 本当に重要な仕事に経営資源を投入する本当に重要な仕事に経営資源を投入する

◆全員の知恵を結集◆全員の知恵を結集 企業は１人で仕事をしている訳ではない企業は１人で仕事をしている訳ではない

◆有効な手法の活用◆有効な手法の活用

「よい品質」の製品を社会に提供すると・・・「よい品質」の製品を社会に提供すると・・・

◆「よい品質」だからよく売れる◆「よい品質」だからよく売れる →→ 売上拡大売上拡大

◆◆ ムダなコストが減るムダなコストが減る →→ 原価低減原価低減
利益利益UpUp
利益＝売上－原価利益＝売上－原価

③魅力的である③魅力的である 見た目に良い・フィーリングがよい・使い勝手がよい・見た目に良い・フィーリングがよい・使い勝手がよい・付加機能が豊富付加機能が豊富

④納得できる値段④納得できる値段 リーズナブルであるリーズナブルである タイミングよく安価にタイミングよく安価に

＊①②は企業で判定可能＊①②は企業で判定可能 ③④は企業で決定不能（ユーザが判断）③④は企業で決定不能（ユーザが判断）

①バラツキがない①バラツキがない 安定している安定している 当たりはずれがない当たりはずれがない

②丈夫で長持ちする②丈夫で長持ちする やつれがこないやつれがこない （×劣化するけど何とか使える）（×劣化するけど何とか使える）
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魅力的＆感動的とは？魅力的＆感動的とは？魅力的＆感動的とは？

品質の二元性の概念（狩野紀昭先生）

性能性能 基本機能基本機能付加機能付加機能

ＹＹ = = 気に入ったか？気に入ったか？ ＸＸ = = 期待を満たしてるか？期待を満たしてるか？

SWSW入れたら入れたら

絵が出る絵が出る

ＴＶ：白がきれいＴＶ：白がきれい

黒がきれい黒がきれい

魅力的要素魅力的要素

大型プラズマ画面など大型プラズマ画面など
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タイミング良く安価に ～Speed Up～タイミング良く安価にタイミング良く安価に ～～Speed UpSpeed Up～～
S C MS C M シャープ・松下電器・ＳＯＮＹ・日立製作所シャープ・松下電器・ＳＯＮＹ・日立製作所 etcetc……

受注から顧客引渡しまでの生産リードタイムの受注から顧客引渡しまでの生産リードタイムの‘‘劇的劇的’’短縮短縮

＊受注量の事前予測が正確でなければ＊受注量の事前予測が正確でなければ ﾘｰﾄﾞﾀｲﾑ短縮の意味を失う！ﾘｰﾄﾞﾀｲﾑ短縮の意味を失う！

情報ｼｽﾃﾑ構築による受注予測から発送完了までの仕組み作りも重要情報ｼｽﾃﾑ構築による受注予測から発送完了までの仕組み作りも重要

ex) Sex) S社社 ：：白物家電白物家電 ﾘｰﾄﾞﾀｲﾑﾘｰﾄﾞﾀｲﾑ 55ヶ月→ヶ月→11weekweek（（在庫数ヶ月→在庫数ヶ月→0.60.6ヶ月）ヶ月）

情報ｼｽﾃﾑ投資のみで情報ｼｽﾃﾑ投資のみで200200億円億円

ex) Hex) H社社 ：：パソコンパソコン ﾘｰﾄﾞﾀｲﾑﾘｰﾄﾞﾀｲﾑ 11ヶ月→ヶ月→33日（日（9696年～年～9999年）年）

下流から製品開発下流から製品開発&&設計の上流へ設計の上流へ
‘‘顧客のハートをくすぐる製品顧客のハートをくすぐる製品’’を他社に先んじて市場にだすを他社に先んじて市場にだす
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上流におけるリードタイム短縮上流におけるリードタイム短縮上流におけるリードタイム短縮
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90%
TOTAL JAPANESE
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JAPANESE／U.S. ENGINEERING CHANGE COMPARISON

UU．．S S ：： 長期間を要す長期間を要す

UU．．S S ：： 技能訓練が十分に出来ない技能訓練が十分に出来ない

生産試作前
に設変の
ピークがくる

生産試作後
に設変の
ピークがくる

設計変更ピークの前倒しが必要！
設変の80%以上は“また”
予測が出来るのなら前倒し可能
（新技術使用時は“たま”として現れる）
* 企画～生産開始

U.S：50ヶ月（70年代後半）→30ヶ月
Ｊ Ｐ：30ヶ月→18ヶ月（平成）

もぐらたたき対策やめて→コンカレントへ

Quality Up Speed Up   Cost Down

設計変更ピークの前倒しが必要！
設変の設変の80%80%以上は以上は“また”“また”
予測が出来るのなら前倒し可能予測が出来るのなら前倒し可能

（新技術使用時は（新技術使用時は“たま”“たま”として現れる）として現れる）
** 企画～生産開始企画～生産開始

U.SU.S：：5050ヶ月（ヶ月（7070年代後半）→年代後半）→3030ヶ月ヶ月
ＪＪ Ｐ：Ｐ：3030ヶ月→ヶ月→1818ヶ月（平成）ヶ月（平成）

もぐらたたき対策やめて→コンカレントへ

Quality Up Speed Up   Cost Down
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HHitachiitachi IInnovationnnovation ProgramProgram towardtoward
SSuperuper PProcessrocess withwith EExcellentxcellent

EEngineeringngineering && DDigitaligital TechnologiesTechnologies
forfor 2121stst CenturyCentury

「良い品質の製品」を「早く」「安く」「良い品質の製品」を「良い品質の製品」を「早く」「早く」「安く」「安く」

ＨｉＨｉ ＳｐｅｅｄＳｐｅｅｄ 2121

上流において上流において ＱＱualityuality ･･ ＣＣostost ･･ ＳＳpeed peed の革新的レベルアップの革新的レベルアップ

exex）） HH社社 ：：製品開発ﾌﾟﾛｾｽの再構築製品開発ﾌﾟﾛｾｽの再構築(99,10(99,10～～22年年400400億円）億円）

開発設計手直し工数半減開発設計手直し工数半減

試作回数・開発期間半減試作回数・開発期間半減

歩留り目標への立上げｽﾋﾟｰﾄﾞ歩留り目標への立上げｽﾋﾟｰﾄﾞ22倍化倍化

＜取り組みの柱＞＜取り組みの柱＞

・ﾃﾞｼﾞﾀﾙｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ技術の戦略的活用（・ﾃﾞｼﾞﾀﾙｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ技術の戦略的活用（33次元次元CAD/CAE/CAT/CAM&CAD/CAE/CAT/CAM&最新最新EDAEDA技術技術））

密度の高い業務を、簡素かつスピーディーに実行する業務プロセスの抜本的見直し密度の高い業務を、簡素かつスピーディーに実行する業務プロセスの抜本的見直し

・技術者への・技術者への33大手法導入で技術力強化（大手法導入で技術力強化（QFD & TRIZ & QFD & TRIZ & ﾀｸﾞﾁﾒｿｯﾄﾞﾀｸﾞﾁﾒｿｯﾄﾞ））

従来のモノ作りの延長では競争に勝てない！優秀な技法を技術者の基本技術として身に付ける従来のモノ作りの延長では競争に勝てない！優秀な技法を技術者の基本技術として身に付ける

＊ﾉｳﾊｳや経験を知識として共有化＆活用促進し自社の強みを発揮する＊ﾉｳﾊｳや経験を知識として共有化＆活用促進し自社の強みを発揮する
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SSpeedypeedy MManagementanagement forfor
AAcceptablecceptable ＆＆ RRobustobust

TTechnologyechnology

「良い品質の製品」を「早く」「安く」「良い品質の製品」を「良い品質の製品」を「早く」「早く」「安く」「安く」

ＳｍａｒｔＳｍａｒｔ ２１２１

上流において上流においてＱＱualityuality･･ＣＣostost･･ＳＳpeedpeedの革新的レベルアップの革新的レベルアップ

exex）） SS社社 ：：「売れる商品」を「高品質」に「ｽﾋﾟｰﾃﾞｨに開発」「売れる商品」を「高品質」に「ｽﾋﾟｰﾃﾞｨに開発」(2001,4(2001,4～）～）

ロスコストの半減ロスコストの半減

初期不良率の半減初期不良率の半減

製造開発効率の製造開発効率の22～～33倍アップ倍アップ

＜取り組みの柱＞＜取り組みの柱＞

・バーチャルエンジニアリング・バーチャルエンジニアリング：全世界のﾊﾟｰﾄﾅｰとのｸﾞﾛｰﾊﾞﾙなｺﾗﾎﾞﾚｰｼｮﾝ推進：全世界のﾊﾟｰﾄﾅｰとのｸﾞﾛｰﾊﾞﾙなｺﾗﾎﾞﾚｰｼｮﾝ推進

・・Q F DQ F D ：：顧客満足につながる魅力的な製品企画、ﾆｰｽﾞ＆ｳｫﾝﾂの徹底解析顧客満足につながる魅力的な製品企画、ﾆｰｽﾞ＆ｳｫﾝﾂの徹底解析

・・T R I ZT R I Z ：：革新的な問題解決、発想力強化革新的な問題解決、発想力強化

・タグチメソッド・タグチメソッド：ｽﾋﾟ：ｽﾋﾟ--ﾃﾞｨな技術開発＆設計の実現ﾃﾞｨな技術開発＆設計の実現

・ナレッジマネージメント＆・ナレッジマネージメント＆P D MP D M ：：技術者の知の結集技術者の知の結集
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日刊工業新聞 2003年 4月 8日発行

QSD = 品質工学＋TRIZ＋
QFD    統合独自ツール

松下電器産業 品質安定化設計手法（QSD)教育に関する記事松下電器産業 品質安定化設計手法（QSD)教育に関する記事

QSD 習得レベル
登録制度導入

全松下グループ大規模な

技術者教育

10

TRIZTRIZ

QFDQFD
品質機能展開品質機能展開

TMTM
タグチメソッドタグチメソッド

顧客の声

どうやって最適化

市場投入

顧客

TRIZを用いた製品開発の流れTRIZを用いた製品開発の流れ
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TRIZを用いた製品開発の流れTRIZを用いた製品開発の流れ

TRIZTRIZQFDQFD
品質機能展開品質機能展開

TMTM
タグチメソッドタグチメソッド

技術課題の技術課題の
解決ｺﾝｾﾌﾟﾄ出し解決ｺﾝｾﾌﾟﾄ出し

バラツキをバラツキを
おさえたおさえた
最適設計最適設計

商品の企画商品の企画
顧客の声を顧客の声を
製品の機能に製品の機能に
展開展開

「良い品質の製品」を「早く」「安く」「良い品質の製品」を「早く」「安く」

「ＴＲＩＺ」から見ると「ＴＲＩＺ」から見ると““技術問題解決技術問題解決””において必要な部分であるにおいて必要な部分である

12

Quality Function DeploymentQuality Function Deployment

TRIZTRIZQFDQFD
品質機能展開品質機能展開

与えられた技術問題を与えられた技術問題を
解く事は得意だが、解く事は得意だが、
何を作れば良いか？何を作れば良いか？
は教えてくれない。は教えてくれない。

顧客の声を製品の顧客の声を製品の
要求機能に展開要求機能に展開

「 何を 」 「 どうやって 」

QFD（品質機能展開）QFD（品質機能展開）
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TRIZTRIZ TMTM
タグチメソッドタグチメソッド

製品設計時に製品設計時に
品質を作り込む品質を作り込む

設計した製品の設計した製品の
品質については品質については
教えてくれない。教えてくれない。

TRIZTRIZ：：製品開発時のアイデア出し製品開発時のアイデア出し

TMTM：：アイデアの評価アイデアの評価 ・・ 構想段階での評価構想段階での評価

・・ 詳細設計段階での評価詳細設計段階での評価

Taguchi Methods（タグチメソッド）Taguchi Methods（タグチメソッド）
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＊製品､ｼｽﾃﾑ､ﾌﾟﾛｾｽのﾃﾞｰﾀ収集

＊機能分析 (Function Analysis)

＊トリミング (Trimming)

＊問題定義 ＊問題解決

主要品質項目

要
求
品
質

◎△○ ◎

○◎ △ ○ △

○ ○ △

○△ △

主要品質目標

重 点 項 目
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ら
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質

品質機能展開品質機能展開

((QFD)QFD)

最
適
な
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最
適
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コ
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セ
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ト
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出((
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TRIZTRIZ

AAｱｲﾃﾞｱｱｲﾃﾞｱ

ｱｲﾃﾞｱｱｲﾃﾞｱ BB
ｱｲﾃﾞｱｱｲﾃﾞｱ CC
ｱｲﾃﾞｱｱｲﾃﾞｱ DD
ｱｲﾃﾞｱｱｲﾃﾞｱ EE･･････

豊富なｱｲﾃﾞｱ出し

ＴＲＩＺにて抽出された技術課題を解決するためにＴＲＩＺにて抽出された技術課題を解決するために

パラメータ設計パラメータ設計・許容差設計等の活用をする・許容差設計等の活用をする

安くて良い品質の製品安くて良い品質の製品((商品商品))を早く開発できるを早く開発できる

タグチメソッドタグチメソッド

品質品質工学工学

品質機能展開 (QFD)
を活用し 技術課題等を抽出

技術課題解決のために

TRIZ の活用

革
新
的
新
製
品
開
発
の
流
れ

革
新
的
新
製
品
開
発
の
流
れ

革
新
的
新
製
品
開
発
の
流
れ

ＶＶ..ｏｏ..ｃｃ
企画･営業企画･営業
･ｻｰﾋﾞｽ･設計･･ｻｰﾋﾞｽ･設計･
品証などなど品証などなど

＊原始情報に＊原始情報に
は偏り出るは偏り出る
→抽象化をし→抽象化をし
顧客の本来の顧客の本来の
希望を考える希望を考える

ベンチマーキングベンチマーキング
メリハリをつけるメリハリをつける

重点項目の抽出重点項目の抽出 PughPugh
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商品企画

開発STEP 手 法 ねらい 概 要

技術開発

技術開発目標
への適合
（Q,C,D）

●技術開発テーマの抽出
●適用仕様範囲の決定
●目標設定＜競合品比較＞
●案出しを最適化設計

お客様の要求
への適合

●お客様の生の声抽出

●要求品質(VOC)の整理･分析

●ｾｰﾙｽﾎﾟｲﾝﾄ、ﾚﾍﾞﾙｱｯﾌﾟVOCを抽出

●技術課題の抽出

●関連部門の課題へ展開

●各課題の各STEPでの到達目標設定

＝商品開発方針の決定

概念設計
商品企画
への適合

●各部門の各課題を、有効な各技法
を用いて解決
●各課題が解決していることを 確認
●評価方法を考え、良いものが
できているようにする
●良いものができていることを試験で
確認する ｢モグラ叩き開発｣をやめる

詳細設計

生産準備
設計品質
への適合

量産
製造品質
への適合

●設計品質･製造品質が目標を達
成していることを確認する

販売
サービス

企画目標
のチェック

●今までに行った結果のまとめ
と今後の課題の整理
●企画目標と実績の差異分析と
次期企画への反映点整理

＜＜成果＞＞・部門間連携、特に設計・開発部門と製造技術・生産技術部門の連携が良くなった
・他部門の責任にしていたのが、「自部門で何ができるか」という思考に変わった
・設計・開発部門の仕事の進捗が非常によくわかるようになった
・設計・開発する上での重要な考え方が身に付いた

Ｔ
Ｍ
Ｔ
Ｍ

オ
フ
ラ
イ
ン

オ
フ
ラ
イ
ン

どこに ＴＲＩＺどこにどこに ＴＲＩＺＴＲＩＺ
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なぜ ＴＲＩＺ なのかなぜなぜ ＴＲＩＺＴＲＩＺ なのかなのか

““世界で一番世界で一番””
““地球で一番地球で一番””
の製品を作りましょうの製品を作りましょう

他社に比較し他社に比較し徹底的徹底的に考えたのかに考えたのか

案は出尽くしたのか案は出尽くしたのか

時間の消費と時間の浪費はちがう時間の消費と時間の浪費はちがう

短時間短時間にそしてにそして合理的合理的にに
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ＴＲＩＺのうまみ：モチベーションのＵｐＴＲＩＺのうまみ：モチベーションのＵｐ

●● 自社技術の強みを認識できる自社技術の強みを認識できる

●● 知恵を結集したハイレベルな技術論議が望める知恵を結集したハイレベルな技術論議が望める

●● 創造的な洞察力が身につく創造的な洞察力が身につく

●● 不可能という言葉を簡単に使わなくなる不可能という言葉を簡単に使わなくなる

だから ＴＲＩＺだからだから ＴＲＩＺＴＲＩＺ

偶然ではなく必然的必然的にアイデアを創出

ＴＲＩＺのうまみ：アイデアに質と量を生むＴＲＩＺのうまみ：アイデアに質と量を生む

●● ｱｲﾃﾞｱｱｲﾃﾞｱ にに 抜けが少なく抜けが少なく 的的 を得ているを得ている

●● ｱｲﾃﾞｱをｱｲﾃﾞｱを ４００４００ ～～ ５００件出すのは容易５００件出すのは容易

●● 膨大なｱｲﾃﾞｱを最良のｺﾝｾﾌﾟﾄ膨大なｱｲﾃﾞｱを最良のｺﾝｾﾌﾟﾄ としてとして まとめるられるまとめるられる

●● ｺﾝｾﾌﾟﾄはｺﾝｾﾌﾟﾄはQCDQCDの質が高いと同時に実現性が高いの質が高いと同時に実現性が高い

18

発想の瞬間はいつ訪れるのか・・・

米国の科学者、ワラスは様々な新しい着想

によって活躍している科学者や実務者を調

査し、段階説を唱えた。

偶然or必然 アイデア発想の瞬間偶然偶然oror必然必然 アイデア発想の瞬間アイデア発想の瞬間

「ワラスの４段階」として知られる有名な

発想の段階説。
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１．準備：

２．あたた
め：

３．ひらめき：

４．検証：

人々はまず徹底的にその課題を考える。

素晴らしいアイディアが訪れることが多い
のである。

しかし、ひらめきはその後すぐに訪れる
ものではない。考えて考え抜き、疲れ果
て、むしろその課題から離れたとき

その後実施するのは、そのアイデアが適す
るかどうかの検討である。

重要なことは、発想の瞬間を迎えるためには、まず徹底して考え
抜く粘りが大切であるということを、ワラスは主張している。

ワラスの４段階ワラスの４段階ワラスの４段階

20

左脳左脳 右脳右脳

魚

さかな
①論理的に突き詰めて、悩んで悩んで、

左脳が一杯になると

⇒ いのちのピンチ ⇒ 切れる！

（５００個以上のアイデアが目安）

②右脳との情報のやりとりが、

もの凄く活発になる。

言語脳言語脳 ｲﾒｰｼﾞ脳ｲﾒｰｼﾞ脳
※右脳は左脳の１００万倍の記憶容量がある

（ﾍﾝｴ
ﾝ）※５～１０歳までに固まる部分だが、

これが育成できていない。

辺縁

脳幹
（ﾉｳｶﾝ）※いのち

③“ヒラメキ”が生まれる。

脳のメカニズム脳のメカニズム脳のメカニズム
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ヒラメキまでのStepに耐えられるか？ヒラメキまでのヒラメキまでのStepStepに耐えられるか？に耐えられるか？

500500個以上のアイデアを出すということは苦しい個以上のアイデアを出すということは苦しい

““辺縁辺縁””が耐えられなくなるとどうなるが耐えられなくなるとどうなる

脳幹が脳幹が““いのちいのち””のピンチを察する前にのピンチを察する前に ⇒⇒ 壊れる壊れる

哀しい結末哀しい結末⇒⇒ ノイローゼ・自殺？ノイローゼ・自殺？

しかし無理してでもしかし無理してでもTryTryするしかないするしかない

22

•は
•た
• ら
• く

楽に

楽しく

早く

正しく

「 働く 」 ということ・・・「「 働く働く 」」 ということ・・・ということ・・・
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技術技術 ：： コンセプト創出･問題解決コンセプト創出･問題解決
知財知財 ：： 特許出願特許出願
品質品質 ：： 世界一の良い品質世界一の良い品質

コンセプトまとめコンセプトまとめ（結論）は（結論）は頭脳だけの論理的な考察頭脳だけの論理的な考察で検証はなしで検証はなし

但し、実現の可能性は但し、実現の可能性は従来の考察より従来の考察より 比較にならない程高い比較にならない程高い

●●数ヶ月以内のコンセプト数ヶ月以内のコンセプト ･･････････ 実現性は実現性は１００％１００％に近いに近い

●● ２～３年後のコンセプト２～３年後のコンセプト ･･････････ 焦点を絞り焦点を絞り 再度再度 TRIZ TRIZ をまわし解決をまわし解決

●●将来のコンセプト将来のコンセプト ･･････････ 何とかしたいコンセプトで何とかしたいコンセプトで TRIZ TRIZ によりにより

画期的な結果に結び付けるチャレンジ画期的な結果に結び付けるチャレンジ

数多くのアイデア抽出と最強コンセプトの創出数多くのアイデア抽出と最強コンセプトの創出

期待できるOUTPUT：その１期待できる期待できるOUTPUTOUTPUT：：その１その１

24

期待できるOUTPUT：その２期待できる期待できるOUTPUTOUTPUT：：その２その２

成果だし成果だし

●問題解決●問題解決
●特許出願●特許出願
●最強ｺﾝｾﾌﾟﾄ抽出●最強ｺﾝｾﾌﾟﾄ抽出

やる気やる気

●潜在能力の引き出し●潜在能力の引き出し
●創造的洞察力の向上●創造的洞察力の向上

教育教育

●社内エキスパート養成●社内エキスパート養成
●●TRIZ TRIZ KnowhowKnowhow吸収吸収
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導入後各社の 「生の声 」導入後各社の導入後各社の 「「 生の声生の声 」」

自動車：Ｔ・Ｍ・Ｎ・Ｈ・Ｄ自動車：Ｔ・Ｍ・Ｎ・Ｈ・Ｄ
＊＊20042004年から技術者の仕事が変わることになる年から技術者の仕事が変わることになる

＊サムソンに言われた＊サムソンに言われた まさかＴＲＩＺを知らないなんてまさかＴＲＩＺを知らないなんて
ＴＲＩＺ見直しに入り成果を確認後ＴＲＩＺ見直しに入り成果を確認後 専任者を公募専任者を公募

電機：Ｍ・Ｐ電機：Ｍ・ＰGrGr・・Ｆ・ＦＤ・Ｅ・ＣＦ・ＦＤ・Ｅ・Ｃ
＊＊人材育成には人材育成にはTRIZTRIZ必須必須 全社教育開始全社教育開始
＊価格性能比＊価格性能比22倍まで倍まで3030ヶ月（ヶ月（’’8080台）→台）→1818ヶ月（ヶ月（’’9090台）台）
→→1212ヶ月（現在）だからヶ月（現在）だからTRIZTRIZ
＊＊TRIZTRIZに替わるものが有れば明日にでも切り替えるに替わるものが有れば明日にでも切り替える
教えて欲しい教えて欲しい

＊天下の○○が過去のものになるところだった恐ろしいこと＊天下の○○が過去のものになるところだった恐ろしいこと
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鬼鬼にに金棒金棒

T R I Z を活用し総合力をUp！T R I ZT R I Z を活用しを活用し総合力総合力ををUpUp！！

固固 有有 技技 術術 一人の一人の神通力神通力＝＝ ＝＝
個個人人有有

良い結果良い結果

＝＝天下無敵天下無敵 ????

手法手法

ヤオヨロズの

神々の力を結集

総合力 Ｕｐ

ヤオヨロズヤオヨロズのの

神々神々のの力力をを結集結集

総合力総合力 ＵｐＵｐ

・・・固有技術を有効に・・・固有技術を有効に
生かすためのサポート生かすためのサポート


